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目的 乳房外パジェット病におけるセンチネルリンパ節生検の意義を調べ

る 
研究デザイン 症例対照研究 
セッティング M. D. Anderson Cancer Center 
対象者 21 人の外陰癌患者 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 2 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （15） 

介入（要因曝露） 介入なし 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 
21 例中 18 例でセンチネルリンパ節を同定、5 例に転移がみられた。

同定後郭清した非センチネルリンパ節には転移がみられなかった。

結論 術中リンパ流マッピングはセンチネルリンパ節の同定に有用である

備考   
レビューワー氏名 八田尚人  

一次研究の 8 項目 

レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 
外陰癌患者の治療に色素を用いた術中マッピングを行った症例報告

である。外陰のリンパ流が原発の部位によって両側に存在する可能

性があること、個々の例でリンパ流に差がみられることが示されて

いる。有棘細胞癌と乳房外パジェット病を同等に論じることはでき

ないが、リンパ流の分布という点では参考になる報告である。 
 
 

 




